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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

常
な
ら
ぬ
ピ
ア
ノ
の
音
色
本
堂
に
読
経
に
代
は
り
響
く
「
イ
マ
ジ

ン
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

小
坪
　
中
井
　
寛
治

　
常
は
読
経
が
響
く
本
堂
に
新
風
。
平
和
の
願
い
が
響
く
。

金
星
を
抱
く
か
に
見
ゆ
る
三
日
月
の
穏
し
き
ひ
か
り
に
「
月
光
」

を
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

　
優
し
い
三
日
月
に
あ
わ
せ
て
「
月
光
」
の
曲
を
配
し
て
巧
み
。

日
溜
り
に
近
所
の
皆
と
ひ
な
た
ぼ
こ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
少
し
離
れ

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
近
所
と
交
流
を
続
け
、
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
歌
。

子
も
孫
も
来
ぬ
正
月
の
静
か
な
る
鏡
を
割
り
て
ひ
と
り
の
汁
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

裸
木
の
て
っ
ぺ
ん
近
く
鳥
の
巣
は
傾
き
て
あ
り
　
空
き
家
な
る
べ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

凍
て
し
日
の
玄
関
先
の
日
だ
ま
り
に
わ
が
犬
小
さ
く
丸
ま
り
て
お

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

聖
堂
の
寒
の
修
行
に
参
加
し
て
テ
レ
ビ
の
前
に
一
人
の
読
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
分
　
田
中
　
快
昌

シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
密
に
し
て
咲
き
そ
ろ
う
鉢
に
や
さ
し
く
陽
が
差

し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

情
と
い
ふ
人
心
な
き
Ａ
・
Ｉ
は
将
棋
も
囲
碁
も
打
つ
手
は
無
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

コ
ロ
ナ
禍
に
社
会
活
動
停
滞
し
夕
焼
け
空
の
美
し
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

再
び
の
東
京
五
輪
待
つ
島
の
小
さ
き
聖
火
台
に
春
の
日
は
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

〈
天
〉
梅
ふ
ふ
む
不
透
明
な
る
世
に
生
き
て 

藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

　
今
の
世
の
中
こ
そ
正
に
不
透
明
で
先
が
み
え
な
い
が
、
桜
は
毎

年
の
様
に
ふ
ふ
む
の
だ
。
佳
句
だ
。

〈
地
〉
春
浅
し
ま
こ
と
小
さ
き
石
仏
　
　
　 

城
廻
　
小
美
野
京
子

　
春
ま
だ
浅
い
と
終
わ
っ
た
冬
の
心
持
ち
も
少
し
残
っ
て
い
る
。

石
仏
は
も
と
も
と
小
さ
い
が
、
ま
こ
と
の
措
辞
が
利
い
て
い
る
。

〈
人
〉
江
の
島
へ
渡
船
も
止
ま
る
春
疾
風
　 

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
見
え
て
い
る
江
の
島
も
遠
く
感
じ
る
春
疾
風
だ
。

遠
き
日
を
つ
れ
て
小
春
の
八
幡
宮
　
　
　
藤
沢
市
　
槇
野
あ
さ
子

　
小
春
の
季
題
の
使
い
方
が
斬
新
で
あ
っ
た
。

寒
菊
の
小
さ
な
壺
に
お
さ
ま
り
ぬ
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
寒
菊
ら
し
い
色
と
小
さ
さ
が
よ
く
出
て
い
た
一
句
。
省
略
も
利

か
せ
て
仕
上
が
っ
て
い
た
。

寒
き
夜
Ｃ
Ｄ
聞
き
て
紅
茶
飲
み
　
　
　
　
　
今
泉
　
小
林
刀
羊
子

　
楽
し
ん
で
生
活
を
し
て
い
る
作
者
の
一
端
が
見
え
て
来
て
こ
ち

ら
も
楽
し
く
な
っ
た
。
寒
き
夜
も
一
時
の
こ
と
で
あ
る
。

参
道
に
餅
花
し
だ
れ
和
菓
子
店
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

断
捨
離
を
語
る
姉
妹
の
雛
祭
り
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

さ
ら
さ
ら
と
転
読
の
音
春
さ
む
し
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

春
の
朝
踊
る
白
波
相
模
湾
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
田
中
　
英
雄

松
原
に
春
の
化
粧
か
御
用
邸
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
　
　
純

稚
魚
跳
ね
て
春
立
つ
波
紋
ひ
ろ
げ
け
り
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

お
籠
り
も
よ
ろ
し
句
作
の
睦
月
尽
　
　
　
本
鵠
沼
　
森
田
　
順
子

夕
映
え
を
背
に
凛
と
す
る
冬
の
富
士
　
　
　
鵠
沼
　
宮
塚
　
　
肇

食
積
や
牛
の
ご
と
く
に
味
は
ひ
て
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

闇
の
中
友
と
語
ら
ふ
ど
ん
ど
焼
き
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

節
分
会
コ
ロ
ナ
で
出
来
ぬ
鬼
の
役
　
　
　
　
笛
田
　
上
田
　
満
喜

マ
ス
ク
不
要
新
年
祈
願
マ
ス
ク
し
て
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

コ
ロ
ナ
禍
に
水
面
を
照
ら
す
冬
満
月
　
　
　
大
町
　
飯
島
　
和
夫

月
５
日
10
時
。
15
日
ま
で
申

込
。
▽
雑
草
と
育
て
る
土
づ

く
り
畑
づ
く
り
　
４
月
23
日

●
昔
、
乳
製
品
は
薬
だ
っ
た

　
今
年
の
干
支
は
丑う

し
。
菅
原

道
真
も
丑
年
生
ま
れ
。
そ
の

た
め
道
真
を
祀
る
神
社
に
は

牛
の
像
が
必
ず
あ
る
。

　
牛
と
日
本
人
の
出
会
い
は

古
い
。
平
安
京
出
土
の
木
簡

に
は
租

そ
よ
う
ち
ょ
う

庸
調
の
調(

地
方
の

特
産
品
）
と
し
て
耕
作
用
牛

が
納
税
さ
れ
て
い
る
。

　
奈
良
期
、
渡
来
人
と
共
に

乳
牛
も
上
陸
、
飼
育
の
方
法

も
搾
乳
の
技
も
伝
わ
っ
た
。

　
牧
場
も
設
け
ら
れ
た
痕
跡

は
大
阪
・
東
淀
川
地
区
に
今

も
石
碑
が
建
ち
、
二
千
余
頭

の
乳
牛
が
存
在
し
た
と
か
。

　
乳
製
品
は
朝
廷
の
典
薬
寮

の
管
理
下
で
「
薬
」
と
し
て

重
視
さ
れ
た
。
天
皇
家
の
食

卓
で
は
滋
養
源
と
し
て
珍
重

さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
摂

せ
っ
し
ょ
う
政
と
し
て
朝
廷
に
仕
え

た
聖
徳
太
子
も
口
に
し
た
と

思
わ
れ
る
の
は
「
蘇そ

」。
ミ

ル
ク
を
十
分
の
一
に
濃
縮
し

た
チ
ー
ズ
状
の
新
し
い
味
。

　
当
時
は
搾
乳
の
技
、
加
工

法
な
ど
、
限
ら
れ
専
門
技
術

に
依
存
し
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
乳
製
品
の
普
及

は
伸
び
ず
、
そ
の
上
、
皇お

う
じ子
、

皇お
う
じ
ょ
女
、
夫
々
に
乳
母
が
い
た

こ
と
。
同
時
に
獣
乳
忌
避
と

禽
獣
食
禁
の
令
も
あ
り
、
庶

民
へ
ま
で
広
が
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
乳
の
加
工
術
は
渡
来
人
に

負
う
が
、
わ
が
国
の
多
湿
な

風
土
は
数
々
の
発
酵
食
品
を

生
ん
だ
。
い
ま
や
麹
文
化
は

日
本
酒
を
通
じ
、
海
外
で
も

好
評
。
い
ざ
風
土
に
乾
杯
。

　
酒
少
し
　
徳
利
の
底
に

　
夜
寒
哉
　
　
夏
目
漱
石

▼
高
齢
者
い
き
い
き
課
の
催
し

　
鎌
倉
市
在
住
、
65
歳
以
上

対
象
。
▽
月
い
ち
元
気
ア
ッ

プ
教
室
３
月
２
日
９
時
半
、

明
治
安
田
生
命
大
船
支
社
、

８
日
９
時
半
、
鎌
倉
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
23
日
13
時
半
、

た
ま
な
わ
交
流
セ
ン
タ
ー
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
▽
生
き
方
、
逝
き
方

は
自
分
で
決
め
る
３
月
15
日

10
時
、深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
。

在
宅
療
養
の
理
解
を
深
め
、

自
分
の
最
期
を
考
え
る
。
講

師
は
深
沢
中
央
診
療
所
・
宮

下
明
医
師
。

　
各
無
料
。
要
申
込
。
市
民

健
康
課
☎
61
・
３
９
７
６

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

　
▽
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

鎌
倉
中
央
公
園
ほ
か
。無
料
。

▽
木
を
知
っ
て
木
を
育
て
る

剪
定
講
座
　
４
月
２
日
〜
11

６
・
７
日
19
時
半
ま
で
。

▽
夜
桜
コ
ン
サ
ー
ト
７
日
17

時
。
ジ
ャ
ズ
デ
ュ
オ
の
コ
ン

サ
ー
ト
。無
料
。▽
フ
ラ
ワ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
７
日
14
時
・
17

時
、
21
日
11
時
・
14
時
。
無

料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ
14
日
10

時
。
園
内
の
見
頃
の
花
を
紹

介
。
無
料
。
▽
道
工
房
花
の

絵
画
展
16
〜
21
日
。
▽
花
の

会
写
真
展
17
〜
28
日
。
▽
ア

ロ
マ
教
室
20
日
13
時
。
携
帯

用
ア
ロ
マ
除
菌
ス
プ
レ
ー
を

作
る
。
５
百
円
。
▽
「
鎌
倉

の
サ
ク
ラ
」
講
演
会
27
日
13

時
。
無
料
。
６
日
ま
で
申
込
。

☎
46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
市
公
園
協
会
　
公
園

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
鎌
倉
市
在
住
・
在
勤
者
対

象
。
月
１
回
金
曜
全
８
回
、

〜
11
月
26
日
10
時
。
４
月
９

日
ま
で
申
込
。
メ
ー
ルinfo
@
kam

akura-park.com

か
ハ
ガ
キ
で
山
崎
１
６
６
７

へ
。
☎
45
・
２
７
５
０

▼
北
鎌
倉･

台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

　
▽
山
の
手
入
れ
３
月
20
日

10
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　
▽
山
歩
き
21
日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
今
に
残
る
金
沢
八
名
木
と

桜
を
辿
る

　
４
月
３
日
９
時
半
、
京
急

金
沢
八
景
駅
３
階
橋
上
改
札

口
集
合
。
金
沢
八
景
駅
か
ら

海
の
公
園
ま
で
約
４
㎞
を
桜

を
見
な
が
ら
歩
く
。
称
名
寺

な
ど
。
５
百
円
（
拝
観
料
、

交
通
費
別
）。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
。
横
濱
金
澤
シ

テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
。

聖
徳
太
子
と
チ
ー
ズ
と

佐
伯
　
仁

53
第
70
回
実
朝
祭
短
歌
大
会

　
紙
上
で
行
う
短
歌
大
会
と
し
、
応
募
作
品
を
８
月
９
日
鶴

岡
八
幡
宮
で
実
朝
公
に
奉
納
す
る
。
応
募
者
に
応
募
歌
の
詠

草
集
と
入
賞
者
一
覧
を
郵
送
。

　【
応
募
方
法
】
未
発
表
の
歌
１
首
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
出
詠
料
（
定
額
小
為
替
５
百
円
）
と
一
緒
に

鎌
倉
市
津
１
０
４
０
―
58
島
晃
子
さ
ん
へ
。

　【
締
切
】
５
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　【
賞
】
鶴
岡
八
幡
宮
賞
、
県
知
事
賞
、
鎌
倉
朝
日
賞
な
ど
。

　
北
島
方
☎
０
８
０
・
１
１
２
１
・
８
０
０
０

　
３
月
14
日
10
〜
14
時
、
鎌

倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
深
沢
倉
庫

（
深
沢
中
学
へ
上
る
手
前
の

信
号
右
折
の
長
屋
）。
毎
月

第
２
日
曜
開
催
。

　
▽
献
品
受
付
　
衣
類
・
着

物
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧
品
。

久
保
方
☎
44
・
９
８
３
０

ユ
ネ
ス
コ
困
窮
者
支
援

深
沢
倉
庫
バ
ザ
ー

▼
あ
れ
か
ら
10
年
　
心
を
ひ

と
つ
に
東
北
へ
〜
鎌
倉
か
ら

想
い
続
け
る
　
い
つ
ま
で
も

　
▽
め
ぐ
る
東
北
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

３
月
１
〜
14
日
鎌
倉
御
成
通

り
商
店
街
、
七
里
ガ
浜
商
店

会
。
東
北
の
食
、酒
、ス
イ
ー

ツ
が
市
内
に
。
▽
鎌
倉
駅
地

下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
「
鎌
倉

が
み
た
東
北
の
笑
顔
」
２
〜

８
日
。
▽
心
を
ひ
と
つ
に
オ

ン
ラ
イ
ン 

７
日
12
時
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
鎌
倉
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
現
地
の

方
の
現
状
や
思
い
を
聞
く
。

▽
東
日
本
大
震
災
被
災
現
場

写
真
展
４
〜
22
日
ソ
ン
ベ
カ

フ
ェ
。ぐ
る
う
ぷ
未
来
主
催
。

　
３
・
11
Ａ
Ｌ
Ｌ
鎌
倉
実
行

委
員
会
☎
０
９
０
・
３
４
０

７
・
８
６
９
９

▼
３
・
11
ず
し
支
え
合
う
市

民
防
災
の
集
い

　
３
月
11
日
オ
ン
ラ
イ
ン
。

生
活
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

方
々
を
災
害
時
ひ
と
り
も
取

り
残
さ
な
い
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
。
防
災
講
話
、
学
生

ス
ピ
ー
チ
、
追
悼
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
７
日

ま
で
に
メ
ー
ル
で
申
込
。
す

こ
や
か
い
き
い
き
協
議
会

sukoiki.k@gmail.com 

▼
３
・
11
つ
な
ぐ
っ
ぺ
し
サ

イ
レ
ン
ト
キ
ャ
ン
ド
ル
募
金

　
３
月
11
日
17
〜
18
時
・
８

〜
14
日
18
〜
19
時
、
JR
逗
子

駅
前
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
前
。

逗
子
葉
山
の
中
高
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
復
興
支

援
の
サ
イ
レ
ン
ト
募
金
を
行

い
、
自
宅
で
追
悼
す
る
た
め

の
ロ
ウ
ソ
ク
を
渡
す
。
服
部

方
☎
０
８
０
・
５
０
９
５
・

５
７
６
３

東
日
本
大
震
災

　「
母
子
密
着
育
児
を
提
唱

し
た
田
口
恒
夫
先
生
と
の

三
十
年
」
の
副
題
が
つ
い
て

い
る
。
田
口
恒
夫
先
生
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
と
ば
の
治
療
教

室
」
に
も
出
演
し
た
、
言
語

障
害
が
専
門
の
医
学
博
士
で

あ
る
。
著
者
は
、
お
茶
の
水

女
子
大
学
児
童
学
科
で
田
口

先
生
に
出
会
い
、
そ
の
後
、

田
口
先
生
が
没
す
る
ま
で
師

事
。
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を

通
し
て
学
ん
だ
子
育
て
の
か

な
め
、生
活
の
仕
方
な
ど
を
、

具
体
的
な
場
面
で
生
き
生
き

と
描
い
て
い
る
。

　
母
親
と
の
密
着
に
よ
り
子

ど
も
が
こ
こ
ろ
の
安
定
を
得

る
こ
と
で
、
成
長
に
欠
か
せ

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
培

わ
れ
て
い
く
。
世
の
中
を
で

き
る
だ
け
平
和
で
持
続
可
能

な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

人
間
が
人
間
ら
し
く
育
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「
母
子
密
着
育
児
」
は
そ

の
前
提
と
な
る
と
い
う
。

　
１
６
５
０
円
（
税
込
）、
冬

花
社
刊
☎
０
４
６
７
・
23 

・

９
９
７
３

★
著
者
の
ご
好
意
で
10
人
に

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
１
面
題

字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

３
月
10
日
締
切
。多
数
抽
選
。

新 刊

『
田
口
理
論
』

桐
ケ
谷
ま
り
著

追
悼
・
復
興
の
催
し

　
逗
子
の
木
工
芸
職
人
。
小

刀
を
手
に
浮
き
出
し
の
家
紋

を
作
っ
た
り
、
木
工
ミ
シ
ン

（
糸
鋸
）
を
使
っ
て
鎌
倉
彫

の
木
地
加
工
を
し
た
り
と
幅

広
く
木
工
芸
品
を
制
作
し
て

い
る
。
特
に
鎌
倉
彫
の
木
地

加
工
材
は
彫
師
や
鎌
倉
彫
店

に
幅
広
く
流
通
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
彫
工
芸
館
に
は
「
木

工
芸
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」
の
坐
間
さ

ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、様
々

な
木
地
材
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
化
も
あ
り
木
工
ミ

シ
ン
を
操
れ
る
人
が
少
な
く

な
る
中
、
工
芸
館
の
担
当
者

は
「
く
り
ぬ
い
た
り
、
凹
凸

を
つ
け
た
り
が
で
き
る
貴
重

な
存
在
」
と
評
価
す
る
。

　
逗
子
市
久
木
に
生
ま
れ
育

つ
。
坐
間
家
は
、
地
元
で
元

禄
期
か
ら
農
業
や
材
木
商
を

営
み
な
が
ら
８
代
続
い
て
い

る
。
航
空
機
設
計
に
携
わ
っ

て
い
た
父
を
１
歳
で
、
母
を

３
歳
で
相
次
い
で
亡
く
し
、

祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
。
久

木
中
学
を
卒
業
し
て
、
好
き

だ
っ
た
木
工
の
世
界
へ
。
鶴

見
に
あ
る
会
社
に
勤
務
、
20

歳
に
な
っ
て
独
立
し
た
。

　
自
宅
敷
地
内
に
あ
る
12
畳

の
工
房
は
、
プ
レ
ハ
ブ
を
住

宅
展
示
場
か
ら
移
設
し
た
も

の
だ
。
真
ん
中
に
だ
る
ま
ス

ト
ー
ブ
が
鎮
座
し
、
木
工
ミ

シ
ン
や
研
磨
機
が
置
か
れ
て

い
る
。「
掘
っ
立
て
小
屋
の

よ
う
な
も
の
を
立
て
て
、
ス

ト
ー
ブ
を
た
い
て
木
を
削
る

の
が
夢
だ
っ
た
」
と
い
う
か

ら
、
そ
の
夢
を
か
な
え
た
。

　
木
工
技
能
を
駆
使
し
て
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
手
が
け
て

き
た
。
鎌
倉
彫
の
木
地
加
工

や
家
紋
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ー

チ
・
茶
托
・
銘
々
皿
な
ど
の

カ
ッ
ト
、
仏
壇
欄
間
の
す
か

し
、
干え

と支
の
置
物
、
置
き
時

計
の
縁
を
飾
る
極
薄
の
木
工

象
眼
、玄
関
の
扉
な
ど
な
ど
。

　
干
支
の
置
物
は
、
東
京
の

お
寺
か
ら
開
山
式
の
記
念
品

に
と
頼
ま
れ
、
３
百
個
作
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
毎
年
つ

く
り
始
め
た
。
ふ
た
回
り
目

に
入
り
、
今
年
の
丑う

し
の
置
物

は
親
の
お
な
か
の
下
に
子
牛

を
す
っ
ぽ
り
収
め
る
工
夫
を

凝
ら
し
た
。
牛
の
目
は
糸
鋸

で
く
り
ぬ
く
。「
難
し
い
け

ど
、
目
が
と
て
も
か
わ
い
く

な
る
ん
で
す
よ
」。

　
逗
子
市
と
の
境
に
あ
る

「
こ
こ
か
ら
葉
山
町
」
を
示

す
標
識
も
作
品
の
一
つ
だ
。

そ
し
て
自
慢
は
茶
道
の
先
生

か
ら
頼
ま
れ
て
、
八
幡
宮
の

大お
お
い
ち
ょ
う

銀
杏
の
枝
か
ら
削
っ
て

作
っ
た
「
茶

ち
ゃ
し
ゃ
く
杓
」。

　「
こ
れ
か
ら
も
木
の
ぬ
く

も
り
の
こ
も
っ
た
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

お
客
さ
ん
が
お
店
の
人
に

「
こ
れ
を
作
っ
た
の
は
ど
う

い
う
人
で
す
か
」
と
聞
い
て

く
れ
る
と
「
私
は
う
れ
し
い

ね
」
と
目
を
細
め
る
。

　
50
年
連
れ
添
う
妻
は
、
作

品
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く

れ
た
り
す
る
。
趣
味
は
友

人
、
知
人
に
ハ
ガ
キ
を
書
く

こ
と
。
79
歳
。

　（
文･

写
真
　
三
浦
準
司
）

 （ 

４
面
に
作
品
紹
介 

）

坐
ざ ま

間 藤
と う ご ろ う

五郎さん

木工芸職人の

第一人者


